
 
 
平成 26 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス  

教科目名 建築製図Ⅰ 担当教員 鶴田佳子 清水隆宏 

学年学科 １年 建築学科 通年 必修 2 単位 別表 2 対象科目  

学習・教育目標 （Ｄ－２ 設計・システム）1００％    

授業の目標と期待される効果： 

本授業では、入学後の建築製図教育開始に当

たり、基本的な製図用具の使い方や描線技術を

修得した後、木造住宅の製図法を理解するとと

もに、木造建築物の設計基礎を修得する。また、

CAD の基本的操作を修得し、CAD を用いた図

面作成の技能を修得する。 

目標 

１）製図用具の基本的な使い方の修得 

２）描線技術修得 

３）製図方法修得 

４）木造住宅製図法の修得 

５）CAD の基本操作の修得 

６）CAD を用いた図面作成技能の修得 

７）木造建築物の基礎的設計 
 

成績評価の方法： 

課題提出によって評価を行う。前期は 4 課題×100=400 点、後期は 3

課題（100 点+100 点+200 点）計 400 点とし、前期・後期の重みを等し
くして総得点率（％）によって成績評価を行う。ただし、一つでも未
提出の課題がある場合は、不合格とする。また課題提出は時間厳守と
し、期限に遅れた場合は減点とする。 

達成度評価の基準： 

教科書記載の製図例と同等レベルの製図課題を行い、6 割以上の完成
度に達していること。 

・製図用具の使用方法を正確に理解する（6 割） 

・描線が適正かつ正確に出来る（6 割） 

・ＪＩＳ製図通則を正確に理解する（6 割） 

・木造住宅の製図方法を正確に理解する（6 割） 

・CAD を用いて正確に描線できる（6 割） 

・CAD を用いて平面図を正確に描線できる（6 割） 

・木造建築物の基礎的設計技能を正確に理解し、設計できる（6 割） 

授業の進め方アドバイス： 

始めに建築図面を描くための基礎として、描線演習→図面のトレース→CAD 演習を行う。課題にあたっては提出期限
を常に意識して、自ら課題作成のスケジュールを立てそれを実行すること。スケジュール管理を身につけるために自己
によるスケジュール作成とそのセルフチェックを実施する。 

授業内容に関連する教科書のページを熟読し、建築製図における線の意味を理解し、一本一本意識しながら描写する
こと。後期後半では小規模木造建築物の設計を行う。設計にあたっては身近にある建築物の実測を通して理解を深める
こととする。 

教科書および参考書： 

教科書：・建築設計製図（実教出版） 

・やさしく学ぶ Jw_cad7（ObraClub、エクスナレッジ） 

参考書：第 3 版コンパクト建築設計資料集成（日本建築学会編 丸善） 

授業の概要と予定：前期 （鶴田） 

第 １回：製図用具の購入・製図用具の使い方・授業の進め方 

第 ２回：描線・文字の練習１（鉛筆仕上げ） 

第 ３回：描線・文字の練習２（鉛筆仕上げ）  

第 ４回：描線・文字の練習３（鉛筆上げ） 

第 ５回：ＪＩＳ製図通則講義 

第 ６回：木造住宅平面図トレース１ 

第 ７回：木造住宅平面図トレース２ 

第 ８回：木造住宅平面図トレース３  

第 ９回：木造住宅平面図トレース４  

第１０回：CADの基本操作演習１ 

第１１回：CADの基本操作演習２  

第１２回：CADの基本操作演習３ 

第１３回：木造住宅立面図・断面図トレース１ 

第１４回：木造住宅立面図・断面図トレース２ 

第１５回：木造住宅立面図・断面図トレース３  

フォローアップは各課題返却時に随時実施 

 
 
 
 
 



 

授業の概要と予定：後期（清水） 

第１６回：木造住宅矩計図トレース１  

第１７回：木造住宅矩計図トレース２ 

第１８回：木造住宅矩計図トレース３  

第１９回：木造住宅矩計図トレース４ 

第２０回：CADを用いた平面図トレース１ 

第２１回：CADを用いた平面図トレース２ 

第２２回：CADを用いた平面図トレース３  

第２３回：CADを用いた平面図トレース４ 

第２４回：小規模木造建築物の設計１  

第２５回：小規模木造建築物の設計２  

第２６回：小規模木造建築物の設計３  

第２７回：小規模木造建築物の設計４ 

第２８回：小規模木造建築物の設計５ 

第２９回：小規模木造建築物の設計６ 

第３０回：小規模木造建築物の設計７  

第３１回：フォローアップ（課題返却など）  

 
 


